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教育委員会に明治初年の加茂町戸籍簿が保存

されている。それ自体、袋とじを裂いて加茂縞の

見本帳に利用されていて、読むには逆さになった

文字を鏡に映してみていく。説むと家ごとの商売

が分かり、これによりこの時代の本町 ・仲町の商

人 68軒 がわかる。

まだ明治の始めで、宿場町であつた名残で問屋

が機能していて本町中ほどに 1軒 あつた。また宿

泊施設である旅籠屋は仲町の表通 りに面 して4

軒あつた。

絹地の着物を扱 う呉服屋や木綿の着物を扱 う

太物商が本町の表通 りに6、 7守 あつたが、服部

又七の呉服屋は仲町の表通 りに店を構えていた。

この時期ヽ京都との取引から町内では呉服屋がも

つとあつたとみられる。

加茂の名物となつていた力D茂紙であるが、これ

に柿渋を塗つてカロエする渋紙屋が 1軒 、紙加工の

4軒 と少なかつた。ほかの町にいたのだろう。渋

紙は家庭の上敷として利用されていた。女性は日

本髪、男性は者の時代であったから、髪結いや髪

付が 5軒 あった。人々が日常的に使っていた商売

である。米屋 2軒 、米小売 1軒 などあったほかに、

酒造屋 1軒 、酒小売 2軒 あつた。加茂町では明治

になると酒造屋が 2練 になるが、町民の嗜好を満

たしていた。

重工業では鍛治屋の 1軒 は本町の表通 りにあ

り、鉄物商いも仲町にあつた。鍛治屋は鋳物でな

く鍛え物の鍛治であったろう。また、加茂町の産

業の一つであつた建具や指物屋が仲町の上手通

りに集住 し、合わせて 16軒 あった。漆の塗 り物

として仲町表通 りに塗物屋があつた。上等な建具

のな力Wこは漆塗 りの桟を使ったものがあるが、こ

加茂市文化財調査審議会委員

関   正   平

表 明治初年加茂町戸衛簿の本町 仲町の商人

明治初期戸籍簿からみえる加茂の商人

宿

場

旅縫屋 4輛 千

物

千物渡世 14T

問屋 1軒 四十物渡世 4輌

薬

子

　

燈

卓

薦子屋 4軒

油

賃

蘇

　

米

屋

油賃締め 3輛

始屋 24T 米賃掲き 24T

蕉売渡世 1軒 米屋 2輌

題草屋 1 0軒 米小売 18T
完

物

　

筆

荒物屋 5軒 酒造屋 1輛

箕無屋 1守 酒小売 24T

白審職 241 椛商売 1輌

木

携

告

　

建

具

大

エ

木挽き 6箱 l・R打渡世 1軸

板木高死 1軒 昼屋高売 2輌

指物渡世 6衛 道具渡世 2菊

建具職 10箱 瀬戸物小売 1輛

下駄高売 2軒 豆腐渡世 1輌

大工職 11報 青物高売 1輌

太

物

・
呉

服

太物高売 10輌 桶屋渡世 4輛

太物古手高 1軒 左官渡世 2輌

古手高売 1軒 花作南売 1輛

県服商売 1軒 健灯渡世 1輌

仕立物南斉 2報 末

塩

茶小売 5朝

縫物職 1報 塩刀ヽ売 1輛

船乗渡世 7軒 古

な

　

け

■

古金商売 1輛

渋

紙

　

猟

幻

・
筆

渋紙渡世 1軒 鞍治職 1軒

紙額渡世 4軒 鉄物渡世 2軒

憶煽渡世 1輌 草水渡世 1軒

嫌燭紙商売 1軒 一打
緒

　

結

屋

元結商売 1輌

客基渡世 1軒 染物商売 5輛

筆職 1軒 ll屋高売 2田

髪

綸

髪結渡世 3軒 形付南売 1輛

髪付渡世 1軒 薬

ほ

排医者 1輌

まげ形渡世 1軒 薬種南売 3朝

風呂屋 1軒 そ

の
他

日村取 日 雇 32輌

小間物南売 3輌 日明 し 1軒

傘

損

傘張渡世 1寄 ※明治 3年 (1870)力回茂町

宗門改帳から作成傘張 1軒
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各屋ネし助の項

(‖町北付‖Ⅲほどに1モ1宅があった)

の塗物局はそうした商売をしていたものとみられ

る。塗創i展とも呼ばれていた。板木の商売もあり

本町表通りに石塚松蔵が 1軒商つていた。松原に

瀬戸物を焼いていた本問栄蔵がいたが、本町表適

り小池伝兵衛は町に 1軒だけの瀬戸物屋であつた。

木綿機がまだ家庭で織られていた頃、木綿を染

める孫|卜屍 ・染物商売が7軒 と意外に多かった。な

かに1い町上手通りに (石日)友 蔵 (紺友さん)の

染屋があり、同じく服部栄吉も本町上手通りにあ

つて、石田・服部とも水を利用する商売から下江

川に沿つてあつたのが特徴的であつた。

江戸時代後期から目立つてきた薬種屋が 3軒

あつた。なかに大きな薬種屋であつた小柳久右衛

Flは仲町の中ほどに店を構えていた。

船乗り渡世が 7軒 もいたが、この時期加茂川で

川船を使い荷物を扱っていたものだろう。仲町土

手通りに集住していた。

下駄商売が2軒 あり、な力村こ仲町角の桑原太右

衛Plがあり、今も続いている。また下駄作りが本

町東手に 1軒あった。当時の婚礼 葬 式など式菓

子などを作る菓子屋が4軒 あったが、仲町表通り

の小林清助の東子屋は当時からの営業で、ほお村こ

町内に泉田弥五内もあつた。ほかに路屋 2軒 は11

町 本 町の塩屋小路にあつた。食品では千物を中

太物商売 椛 商売の項

(仲町の中はど 本に3の中にどにⅢI宅があつ

あぃこの

心に商う四十物屋が本町を中心に4軒 あつた。ま

た現代の人百屋である青物屋が伸町下手の佐藤

栄七など3軒 あつた。茶小売2軒 が伸町上手通り

に、塩屋小路に 1軒あった。煮物を売つていたの

か煮売り屋が 1軒、仲町角地の柔原四郎治があっ

た。近年まで本町の角地に今井秀太郎がおもちゃ

屋を営んでいたが、この時代は小間物屋としてあ

り、ほ力対こ町内に小間物屋が3軒 あつた。布団綿

を再生する綿打屋が 1軒 だけだが仲町:L手通 り

にあつた。

屋根に塗って屋根を丈夫にするため、 草 水油

を使 うが、これを扱 う草水屋が塩屋小路の加茂川

側の中ほどにあった。油賃締め屋が3軒 、米賃褐

き屋が2軒 あつた。莱種油や玄米を輸くため銭を

取つて商売していたものだろう。夜関の照明に使

う提灯屋が 1軒あり、花造り屋が伸町■手通りに

1軒あり、現代も続いている。葬儀用の供養花を

整えていたものだろう。

この時代、町の治安を預かる日明しがあり、日

明しの石附金太軸 ま本町上手通りの下手にあつた。

江戸時代の名残がある商売があつた半面、木綿機

の加茂縞生産など近代工業に向かう元となつた染

屋 紺 屋などがあつた。
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館 外 活 動

1 社 会科出張授業

期 日 平 成 31年 4月 15日  須 は小 6年 生

平成 31年 4月 25日  七 谷小 6年 生

内容 純 文時代 弥 ■時代の社会を探ろう

倫 庄内容》

新発H藩 仮時代は 酒 進 りは加茂町の酒造 り人

が独占し 上 条での酒の小左も加浅か ら仕入れな

|すればならなかつた。寛政元年 (1739)の li知に

よつて加茂町 上 条村はともに新発田藩禎から幕

府領 となつた。それ以来、上条新PTで無株の酒遊

人が現れ 湾 の販売を始めた。

加茂町と '条村の市場をめぐるpFl訟の発端 とな

る事件であ り、自由な商業波世を求める上条商人

とそれをい「ともうとする加茂商人との争いの一端に

触れた。

映像で振 り返る 「懐か しの加茂」

期 日 1回 日 令 和元年 8月 11

2回 日 令 和元年 11月 29

時間 午 後 2時 ～ 3時 30分 (1

会場 加 茂市立図書館 視 )は覚室

拘貿参加者  1回 H32名  2回 H

映写内容

【第 1回】

期日 令 和l元年 9月 3H(火 )

均費参カコ者 26名

講師 長 谷川 昭   氏

【第 2回 l

期日 令 和元年 9月 10日 (火)

一般参加者 21名

討師 作 藤 !【次 氏

日 (日 )

日 (金)

2回 とも)

29名

①加茂歴史散歩 (七谷編)

②甘を偲ぶ加茂の風景 (本田正氏絵画)

0加 茂川改修

古文書講座

時間   午 後 7時 ～ 8時 40分

会場   加 茂市公民館 第 1研 1歩生

(ll技市文化Uj調査審議会委員)

テーマ  「り,お2年のⅢ"|,次郎ににをめぐる様法J

《言持庄内容》

加茂町庄屋役は 文 久元年 (1861)に'コ1正`F

治が私欲な町政をやつていると批判されて罷免と

なつてからlru乱が続いた。その跡はJ】■田|コ上P_

の佐藤伝兵衛と矢代田nt屋の本多蔵之水の二人が

1(林したが 成 辰戦争時の行いを沓められ 新 政

府 (二条民政局)に よつて辞めさせられ、Jrの小

林松之水が立てられたt明 治2年 (1869)に新政

府に多額の献金をした止平治の働きかけで止平治

の作厚次郎もと屋につけられたことで冊jは二分し

て相手側を辞めさせるよう争った。

本史料は町を管時する二条民政局の見方を記し

たせ)のであるが、民政局は厚次郎側で運動してい

る者たちは1"家 が所有している家岸の店子や小

作人に限られ、彼等は市川家のl■力でいやいやな

から厚次郎擁護に動いているとみている。

(加茂 市文化財調査審議会印委員長)

テーマ 比 Fr 9年(1797)10月  「 加茂町十日せ人よ

り_[条|1湖lBせ中に願tJを 市む
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抑  令 Ⅲ′せ1■)'117 (火 )

‖1参力い杵25名

il,巾| 111補 lltヴr、 1【

(加代 itl高究秀11会訂‖企協ブリ!1)

チーヤ  十加世と州辺Jと取の政 J争 千しJ

(市ⅢⅢ4P寸イドル

サt‖16年 (1所ヽ )Ⅲ ナi 卜 杉訴11のを,とに 1り

後糾 杵か り「,うに なっていないこと' らヽ ,そにと

'(けレヤ)二人の後打1杵をもつて十i がヽ起きた

,(ltブルじこにり,ttt i御債では,な利した, 、` 世

0企 方ti'(′[次口)本 itブ)イ叫トナⅢ、1,げt怜‖卜に

(イ|サ)01 i‖ 社 ('L命 )● ,惣例( 柿 |ヤ

刊IL(に ド条)の 5件 ある ht hげ)作例は命穴

十イ叫小Ⅲと安 Jに の文政 1 1lt(い 2 )ヽて  止

やサ‖1川が ドがるのが惣切( 1品‖i‖子にげ)た冷 211

は 心ノ[年 1865)で trろ

【坊5 Ⅲl】

tll l l 令和′[4=10)1111(火)

11参加イ 19名

|‖師 判 止 平 氏後 J‐G klうtイか能いていた! 天

‖181t4)|、 itけみ十栃)と こ条

にrJ力ヽう  十1ヤ‖‖|い lヽtイよに力Π

世城を林とし 人 “奇に向かうよ

う1性す 6)|、 ⅢⅢ余nll V)i条

'ltがi件サlt lる

訴tiサルビイを 34J‖〕にわたる敬i

町み十k後lt杵 として'也十Lを ,引'て ヽヽく

【】う4い」】

'け  令 千′[イrt,,124 (火 )

拘1参加杵20名

|‖Ⅲ, 中押 棟 ヤi 氏

(加☆市文化け〕刊イドlriにr、れ t)

テーマ  「良化の俗:「l i占|

〈FⅢⅢl内容)

l【覚のJ十tこ「俗謡 l i高Jが ')る 図 lR T本る

さとにrfにおまれた作ちfたサ,Ⅲtど′)Hも求分を‖イ介

した

lk Jltに■,1ば 俗話 l iド1 ′れは1■ (々ヒ24i

(1 0ヽ5)力 文ヽ【ヒ34tとt うヽ HiHi ll rtゃ打i,,て

i子わ'1ていた往踊りⅢtのl1lⅢⅢI I高を」ttが ,よr)

た1)のという。この中に 『ll性′)十Lブ)1夕さえヘレと

オしば 過 ぎし古が は ti

るヽ‖があり 加 茂を肝

ったt,のとして有名で

扶ⅢⅢlittr交11出ll i“Ⅲlt月れ

にある:  良党俗需 l i

高 ′)加 代は阪 の 洵;

分を拡大し、夕11日したt,

′)でrr2る

キ‖内|では文人が夕|んだ

押f様の支比くずし十を |

i占4rf比したt

十1 !イ| ( |十

ちヽ`ヤ冬')1)  lit

(加rt市教育委11会Fに会教育挟k tti作)

チー 、フ  坂 /ドの1■玖 嫌 ll孜メfr)Jキ|☆

!古け114サ‖イドⅢ

ナli町ャ絆f“iモチiH十代後期、

加 性‖1収 ノ ドに十1お 大 11の

lli て々十')る 市 1,ブ)キ社建築

瑚l■ブ)史|に 名向1がなつてお

り か な リイ,名
rr↑

1大 11であ

′,7=

lllNすか ,1ナ ナたと姉ら,とる

ブ)i、十十なIJ奄 (」ヽすt) 十↑よ | Ⅲ々拘↓■!!|■ |

十J rヽ,111,



4 歴 史講演会

期日 令 イたそ111月 30 (1)

H手問 午 後2い|～ 3口手30分

会場 加1に市公とヽ備 第 1れ'1ケ+

1持印j 松 卜」 1於  先 41

(″、惚丈|ヒHJ修後 11ルチ代共)

テーマ 「″、惚修徳に込めた順い

一サ】た「「σ)|「例を【1 亡に―J

一般参加1拓 51名

〔1持,11均作〕

(1)は じめに

独t 1ヽして初めての仕lrが11ぃ出「慈光子御位牌

をなの1ケ化であつた=lfl位‖1のそれまで歩んで

きた1在■をい■した修後を行つた

(2)文 化Rイとしての仏像修後

仏敗の‖t傷を つ  つ 州念に修役し、進像当

初の公に近づけることで は、1 ′々)それまで過ご

してきたい史を尊重した女十ヒ‖オ的な修後を行う

(3)PH光 ■,1l Lpr,小陀夕u,(Iブ)“ケ“t

(lll日ヽ午イ( 1‖‖Lキせ」を!ゴ)

十"十ljけ(1, Lイ||レ丈十ヒ!叫J I ‖々十,113 8●m

C lli十切り(ルと

0大 miの渫花8実の剥Hほ 刑 iイがあつたe

Clこ りにより夫山Fかわれ 〔いた.

011が ‖‖ケし、ガラス版が位川されていた、

O出 `材が欠欠している付|'Fが汁)ったぅ

0台 山たの打!材が経年劣化し、イ(安定であった

修後'iそ本方1

0辻 惚ちり〕をr4立した修後をイ「い、ブt々の道

形がそ′)によなる像として1ぢ化を行う!

主な1ケ化作k

O全 ての出;材を ■ 解体し、1材を十坊めている

部分にヒノキ材をあて 1,るなどして損傷

を つ  つ 柿修 した。

O工 口Rと , うヽ1支逆|で日に水h占をli r)たtr日

をつくることで日力がltV十

〇各lV7さ と 小欠大部分は、添木,1にて補修

②

C

した

0修 後 1イ|

1)搬 |11 2)1ケ従前写真服|夕 3)末 miクリ

ーニング 1)神 liをLめ 5)1ャ ll・ 6)角 子体

写真 7)に HR打補 8)和 tみ立て 9)舟 目

柿修 10)4ヽ 欠火笛所柿修 11)抑 i榊i

12)1ケ往銘lt納人 13)ド IL 11)補 i彩

13)先 成'デ't i6)報 告キ作成 lF)般 人

(4)孫冬|,り1こ

地域の中には主だまだよい次肋が成されてい

る。そのためにt)地)ntの文化Hlかきサ,んと嗣査

されたなかで保作や,汚川を考えていくゼ要があ

る! 信 ll l、|‖史、文化 人 々とのはいJと いう

ものの時代 のヽ 「Flrrし』それが文化Hlの修後

である。

傍復前写真 玉眼新補

館1目補俸解体写真



令和元年度の歩み

1 入 館 者 数 《平成 31年 4月 ～令和 2年 3月 》

市 内 市 外 計 (人) 団体

大 人 2 6 0 7 4 0 1.000 3

中学生以下 3 1 5 1 0 9 4 2 4 1 1

計 57 5 8 4 9 1,424 1 4

2 資 料収集の状況

本年度、下記の方から貴重な資料をご寄付頂き

ました。お礼申し上げ、紹介させていただきます。

(寄贈 (寄託)者 名及び争贈 (寄託)品 名〉

大塚 徹 男 様 (加茂市) 歴 史資料 699点

石附 克 徳 様 (加茂市) 歴 史資料  63点

七谷小学校 様 0口茂市) 歴 史資料他 17点

県央歴史研究所 (三条市) 考 古資料  25点

酒井栄一郎 様 (加茂市) 歴 史資料  84点

伊藤 司 彦 様 (加茂市) 考 古資料  1点

関根十九司 様 (加茂市) 歴 史資料  28点

3 レ フアレンス ・サービス及びアンケー ト鯛査

② 来憶者の声

近摩キクさんの和紙人形の作品が茉時らしかつた。

加茂は歴史ある町であると感じました。

資Itな展示を見せていたださ あ りがとうございました。

親の世代の暮らしの大容さを思い出しました。

加茂川の変遷や新鴻方面や上流の長岡方面への水上交通年の

資料お【見たかつた。

もつとたくさんの人が来るように何かイ末ントをしたらどう

でしょう。親子●●l わたがし 政 英子まきなど。

解ぬいただき、勉強になりました。

令和2年 度の事業予定

1 社 会科出張授業

・対象 小 学校6年 生～高校生 (希望する学校)

2 映 像で振 り返る 「像かしの加茂」

期日 第 1回  令 和 2年  8月 12日 (水)

第 2回  令 和 2年 11月 27日 (金)

時間 午 後2時 ～ 3時 30分 (1・ 2回 とも〉

会場 加 茂市立図書館 視 聴覚室

内容 絵 画 「昔を偲ぶ加茂の風景」・映写

3 古 文書籍座

第 1回  9月  1日 (火)講 師未定

第2回  9月  8日 (火)講 師未定

第3回  9月 15日 (火)講 師未定

時間 年 後 7時 ～8時 40分 (1～ 3回 とも)

会場 加 茂市公民館 第 1研修室

内容 未 定

4 歴 史議演会

日時 令 和2年 11月 の上曜日

時間 年 後 2時 ～4時

会場 加 茂市公民館 第 1研修室

講師 未 定

5 特 別歴史講演会

期日 未 定

会場及び講師 未 定

①  レ ファレンス ナ ー ビス (53件 )

〈貫科寅への問い合わせの主なもの)

江戸時代の加茂の所領の変題について教えてにしい。

→加茂市歴史年表及び加茂接こ■ (古川情三奪)を 李IR

し回容。

資料由に懐口松渓の展示品があるか抜えてにしい。

→転と書が展示してあると回容。

成長犠争における加茂での機いについて知りたい。

→昨年の 「歴史締減会」(成長戦争 l的 年と加茂)の

査村をと考に回答。

成長戦争時に市川E屋 が庄屋を辞めた理由を知りたい。

→ 『加茂市史』受科褐2近世の該当菌所をコピーし

送付6

森田子庭の―粒九の効能について教えてほしい。

→カロ茂の風上記 No 522を ファックスにておに

加茂城跡について知りたい。

→加茂域跡のツーフレットを渡し 場 所を牧える。

長谷にある道しる本のお地晟きまについて教えてほしい。

→加茂犠妃I(古 川ll三苦)を ヨピーし、郵送。

青溝神社のお祭りの映像があればみたい。

→ 「青海神社大奈J CDを 紹介



令和元年度遺跡発掘調査について

本年のtrFl嗣査は、3遺跡を対象としたj4J・ll争恐
p14ドが行オ才した.い ずれも下条地内にl rLする迪跡で

JHttII大‖i様々でttrつた。

JHな道肋イサ世図

1 鬼 倉遺跡一古代一

捌 介  地  加 茂市 ド条地内

J村奇 llll‖1 令 和九年 10月 30H

J‖十ド巧〔対 快 兆州排水略改良工手

洵命の概要 8か 所に トレンチを設け、4カリFで水 1

山iド約 10～60 cmのところから11安時代σェ1:7r力‖IH:

した l■tllはmitで きなかつたが追跡のル〔がりを確恕
~Gき

ブ=

一

一
、

一

に上=的な 4ト レンチ出!づJ物

3 中 沢追跡―弥生～中世一

加 査  地  加 技市下条地内

綱 奇 期 間 令 和元年 12月 23口

掬 介 】く囚 民 間開発

JH介の概要 3か DRこ トレンチを設けた. 湖介対象

地は lm以 11の麻 上が見られた、水||‖り1作 1の卜には

府11物情の料積が頭著で 造 跡は旭‖できなかったⅢ

P」辺 杵 は低泣地の環境であつたことが推】川さ才Lる(

‐       ~ ~          ―
         ‐ ・t                      ‐

姓●辻町 2トレンチ山1迪物

2 花 立遺跡―古代一

14 命 地  加 技市下条地内

前イド町 付1 令和ゥ[年12月 16H

前 介 "tい 道 路建設工事

加代の慨要 前 査地は丘陵から緩く傾斜したちj状
lL形のところで、現地表面の標高で約 12mで ま)る.
6カ】,“こトレンチを設けた.す べての トレンチで現
」也大山i卜約 30～60 olの地層から奈良 平 安時代の

1市ツト・須志株が出上した。中には;H苦■クやが 1点

ある。4・5ト レンチでは相:跡や溝なども確認され、
‖1代の朱旅lvlが一常に拡がる可能性が市1い。その他
の遺4勿としては、は石 1点 と縄文十器 l点がある十

に HLli 4ト レンチ

ktll lト レンチ



遺跡探訪

鬼倉遺跡―平安時代の集落一

児f「辿Prl寸ょ新lF2県が平成 7年 に実施した分布〕け

査で発ウとされた。遺跡は ド条川中流域右岸の水m

剤|こ広他レ榊こひろがる。平成9年 に国道 403号 線

パィ本ス建紋 li手に伴い加茂市教育委員会により、

約 1,870甫が発加調査された。

調介!えの中央を束両方向に虻行しながら流れる

i可川があり、Ⅲr川の両岸部に掘立柱建物跡が41A

確認された。iⅢr)右 岸にある建物は2間 ×3陪]、

平山i紋約 2241fで ある (写真 1)。柱穴は20～30

cmと小さく、1上根が見られ樹極はハンノキ属ハン

ノキ町i柘といJ定されている。注目される遺構は,声r

川の中に木和!みで構築された堰状遺構である (4

英 2)。 収状ltl lは約 7× 6mの 範囲で確認され、

2列 に配ド|された杖木に直径10 cn前後で ド端洵̀を

尖らせた約 50木 の九木杭が打ち込まれていた。水

流や水性を湖節する機能を目的としたものであろ

う。その河川から多量の上器が出上した。よいも

のは4‖Lネせ後半頃の古墳時代前期の上裾が少|(あ

るがt大 半が約 1,200年 前の9世 紀前半で平安H+

代のものである。須志器が中心で、底音岡こ文牛が

記された'MP卜十器が120,点近く出■した(写真3)。

読めるt)ので 「十安人J「 足人Jな どの人名があ

る。L朴以外では、古代の銭貨である和司開弥 (初

鉾 708イト)1枚 、神功開賀 (初鋳 765年 )2枚 、

石製の1'鮒iり1点など、稀少品が出iし ている。

鬼倉JtrFlは沖積低地に位置し、約 1,200年前の先

人のイ【らしを想起しづらいであろうが、江戸ロイ(の

新m開 ,印こ仰尿けて沖積地を開発したムラがあつた

ことを遺lVrや|lit〔PIは物語つている。(働募秀和)

り1治4 5年 当時の木町 仲 町の町場を覗くこと

ができましr_商 売 職 業の種類が70極 近くあり、

多fF多様な商家が兄受けられま
‐
え 力回茂rrrの流逝を

支えるlt WFrの中心として発展を続けてきたことが

わかります。

投後になりましたが、今回=稿 をお寄せください

ました川r:平先生に厚く納味L申し上げまi

F賞 1 掘 立柱毬物跡

F東 2 iFT IIと堰代せ‖ (1セ1から)

加茂市民俗資料館
口 開 館輸間 9tOO～ 17tOO

● 体 億 日 月 曜日、毎月第135■ 日08日 4P13、帥

※但は 45月 は月曜日のみ 0日 に当たるときは次の甲B)

〒9駅 )1372新 潟票力順 ,天 子」は 220番 地 1

TEL/FAX:0256-52-0089

卜ma‖:minzo(uα  w kamo nttgat」p

http://、ⅢMAヒCⅢr n19a慎jp/seCtion/minzokロ
※創刊=～第26ヨ まWeb上で見車


